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13 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 校

2 校

3 ㎡

4 ㎡

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

4,350

特記事項

142.8

83.7

0.0

25年度予算執行率（%）

0.45

0.00

10,008

9,639

0.48

投資事業

1,942,000

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

14,184

0.50

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

5,000

0

0.0

0

0

7,369

0

6,700

施設維持管理

0

活動指標（1）

エコスクール改修

屋上緑化面積

5,605

0.49

0.00
0.00

事業費

10,986

7,369

10,008

5,521

11,986

常勤職員数

25年度 計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

2

0

10,300

実績

0.00

2

9,500

0.00

0.50

4,568

10,300

0

6,700

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

285.5200

0

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

1682

実績

2

校庭芝生化面積

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

校庭芝生化実施校数

地方自治法第180条の2

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区立小・中学校

0

0

0

活動指標（2）

単位
23年度

0

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○既存学校施設の緑化・エコスクール改修を計画的に進
め、環境に配慮した学校運営及び学校を核とした地域の環
境教育の推進を図ります。

成果指標名（1)

0 0

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

0

実績

0

11,986

5,605

0

0 0

2000

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設整備
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

エコスクールの推進 461

459

成果指標名（2)

0

○「杉並区教育ビジョン推進計画」及び「杉並区エコスクー
ル事業検討委員会報告」に基づき、学校施設の緑化（校庭・
屋上・壁面）、ビオトープの整備、及びエコスクール改修（庇・
内断熱・外断熱等）を実施する。
○エコスクール事業の効果及び検証を行う。

0

0

4,315

2,157,500

4,611

00

11

4,142

0

0

4,567

0

2,071,000

0.53

5,000

0

0.00

9,747

0.00

3,884

0

11,015

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

11,730

（内）非常勤職員分

4,361

0

0

11,730 14,619

0

0

0

14,619

4,578

0.0

5,010

6,005

0

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

6,000

8,176

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

16,336

都からの
補助金等

16,336

財
源

0

0.0

0

0

10

5,169

6,008

8

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

校

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

「エコスクール事業検討委員会報告」に基づき、今後の事業を次のとおり実施します。
 「みどりの創出」のうち、校庭緑化については、環境改善や教育的効果も高く、また、地域コミュニティーの形成に役立つこと
から今後も引き続き、地域･保護者の協力のもと進めていくとともに、屋上･壁面緑化、ビオトープについても環境学習の面で
重要であり、施設形態を踏まえ進めていきます。
　「建物自体の工夫」については、設置されたエアコンに係る電気やガスの使用量を抑え、より効果的に活用していくため、高
気密･高断熱化と自然通風に配慮した「省エネ施設」に重点を置いて、これまでのエコスクールメニューを再整理して進めま
す。
　特に、地中熱を使ったクールヒートトレンチについては、省エネルギーの観点からは有効であるが、複雑なシステムの管理・
運用にはきめ細かな対応が必要なことや費用対効果の面などから、今後、新たに設置しないこととします。

461整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

校庭芝生化

　これまでエコスクールの整備は大別すると「みどりの創出」と「建物自体の工夫」を適切に組み合わせ
て行ってきました。
　「エコスクール事業検討委員会報告」により、本事業は学校の緑化や環境負荷を抑制しつつ学習環
境の整備を行い、学習環境が大きく改善されたと評価されています。
　今後は、「みどりの創出」は環境改善や教育効果も高く、推進していくことが求められています。
　また、「建物自体の工夫」は、エネルギー使用量を抑え、高気密・高断熱と自然通風に配慮した省エ
ネ施設にすることが重要であると考えます。

校庭芝生化については、保護者等から養生期間に校庭が使えないこと等に対する意見・苦情が寄せ
られています。
また、夏の暑さ対策として、早期に全校でエコスクール化を実現することの要望や、校庭・屋上・壁面緑
化の維持管理へのサポート及び予算配分を求める要望が寄せられています。

「エコスクール事業検討委員会報告」に基づき、エコスクールメニューを実施していきます。
東京芝生宣言に基づき、全校の校庭一部芝生化を目指します。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

2

規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

校庭の一部芝生化を2校で実施しました。

1,037

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

4,568

平成13年度の校庭緑化事業（芝生化・ビオトープ整備）着手以降、平成19、20年度の二次にわたる「エ
コスクール化検討懇談会」報告を踏まえたエコスクール化に取り組んできました。平成23年度には、小・
中学校の普通教室にエアコンが設置されたこともあり、エコスクール事業の見直しを行い、平成24年度
にその報告（「平成24年度 エコスクール事業検討委員会報告」）がまとまりました。

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し
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2 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 台

2 人

3 台

4 人

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

565,036

0

0

574,553

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

受益者負担分 0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

582,338

0

都からの
補助金等

0

0.0 0.0

0

0

213,392

0

0

563,025565,036

285,220

574,553

0.0

0

0

0.0

0

704,931

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

421,236

（内）非常勤職員分

21,360

582,338

0
0

0

0

17,260

286,239 295,004

22,794

00

0

21,144

0

0

0

288,141

0

0

17,260

0

421,236 563,025

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

学校ICT推進
担当

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局庶務課担当部課名

情報教育の推進② 473

470
連絡先

電話番号

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

5.5

実績

5.6

547,636

0

1,974

6.0

1,974

5.4

予算事業区分

1608

実績

1,994

教職員用パソコンの配備台数

26年度
計画

101.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

教職員用パソコンの配備台数

教育の情報化ビジョン（平成22年文部科学省）

根拠
法令
等

高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成12
年）・新たな情報通信技術戦略（平成22年）

成果指標名（1)

成果指標名（2)

既定事業上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

1,9941,974

4.0

校務システム用クライアントパソコン（校別パソコ
ン）の配備台数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

事業開始

計画
区分

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区立小・中・養護学校の児童・生
徒及び教職員

1,9741,974

活動指標（2）

単位
23年度

1,974

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

93,654

0

常勤職員数

0.00

2.00

565,078

0 0（内）投資的経費等

2.62

施設維持管理

6.0

活動指標（1）

教育用パソコン1台当たりの児童・生徒数

教育用パソコン１台当りの児童・生徒数

小中児童・生徒数÷全教育用パソコン台数

553,409

25年度

72.7

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

1,994

4.0

687,671

72.7

実績

1,974

事業費 399,876

○教職員用校務パソコンの配備及び同システムの維持管理
○教育用パソコン（パソコン教室、教室用パソコン、学校図書
館用パソコン）の維持管理

5.6

校務のICT活用促進とともに、授業におけるICT環境整備を
進め、ICT活用による、児童・生徒の学力と情報活用能力の
向上を図る。

5.4

（内）再任用職員分

再任用職員数

2.00

0

受益者負担比率
（16÷14）

非常勤職員数

0

0

2.40

0.00

0.0

1,974

704,931

0

2.00

0.00

540,231

147,223

0

353,526

91,771

0

0.00

0

2.45

0.000.00

0.00 0.00

0.000.00

0 0

17,400

25年度予算執行率（%）

00

0.00

111,60481,393

5.5 4.0

1,994

特記事項

101.0

97.9

4.0

150,765

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

評価と課題

474,986

　Ｈ2：中学校11校コンピュータ教室設置 ／ H13：全校でネット接続環境整備 ／ H17：校務システムと
図書館システムのモデル校導入 ／ H18：中学校教室ネット接続回線架設 ／ H19：小学校教室ネット
接続回線架設・全校図書館システム導入・全校教室パソコン配備・全校教職員校務パソコン配備 ／
H20:校務システムサーバを設置し校務パソコンをクライアントとしたネットワークを構築。基幹アプリケー
ション「スクールオフィス」による校務システムを稼動 ／H24：校務システム更新及び新学習指導要領に
基づくシステム改修の実施

内　　　容

その他（

事業費（千円）

（1）主な取組

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

図書館システム使用料、インターネット接続費　ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

12,742

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

校務システム用専用ネットワーク網等通信費 11,567

54,114

　校務システムの基幹アプリケーション「スクールオフィス」による校務処理を、全校で開始しました。
　また、実際の運用により、校務システムを使用した校務処理について、教員の理解と意識が高まりま
した。通知表の様式変更や機能カスタマイズを施し、業務に則したシステムに改良することができまし
た。

○ 少人数授業による教員の増加や中学における講師や補助教員などの増加など、常勤教師と同等
の校務従事環境整備が必要となっており、今後の校務システムの規模拡大の必要が見込まれます。
○ 視聴覚系コンテンツが中心となるデジタル教材の増加やICT機器を活用した授業スキルの開発によ
り、更なる授業用ICT機器の需要が増加し、タブレットPCへの移行の進展とともにパソコンがコンピュー
タ教室から普通教室へと配置の場を変えていくことが見込まれます。

473整理番号

校務システム保守委託

　全校で校務システムを使った時数管理や成績管理が行われ、システムによる業務処理方法の整備と
標準化が必要となっています。また、利用目的拡大と制度改正にともない、システム改修の必要性が高
まっています。
　パソコンは常勤教員に1台、生徒4人に1台程度を行き渡らせることができました。今後は、電子黒板な
どのICT関連機器の拡充と、一層の利用者のスキル向上と、有用なデジタル教材の整備により、一般
教科への幅広い活用に対応できるようにしていくことが課題となっています。

　小、中学校PTA協議会から、電子黒板などの全教室設置など、教室のICT環境の充実に関する要望
が提出されています。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

○校務システムを活用し、校務の効率化を進める端緒を確立することができました。今後は業務処理方法とシステムとの親和
性を整理、改善し、現場での定着を促進し、教員の校務への負担を軽減し、授業展開に一層注力できる環境整備に努めま
す。
○ICTを活用した授業への取り組みを促し、理解と意識の向上を図るとともに、求められる知識と技能を向上させるための仕組
みを整えていきます。
○平成25年6月に閣議決定された「日本再興戦略」における「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」では、「新たな情報通信技術戦
略工程表（教育分野の取組）」において2014年度より「1人1台の情報端末による教育の全国的な普及・展開と教育ＩＴシステム
の標準化」をしていくこととされ、情報端末などのICTを活用した授業実施の拡充が求められています。今後は、ＩＣＴの利活用
の範囲を通常科目授業内に拡大できるよう、電子黒板やデジタル教材の整備と規格の平準化を検討していきます。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

校務システム用機器賃借、教育用機器賃借

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し
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38 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 組

2 基

3 人

4 人

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

3,828

特記事項

85.7

0.0

25年度予算執行率（%）

通学路標識の取替に係る経費
が、当初の予定よりも少なかっ
たため、執行率が90％以下と
なりました。

0.45

0.00

4,672

3,408

0.58

既定事業

9,096

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

9,423

0.44

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

5,284

0

0.0

0

0

0

10

0

施設維持管理

10

活動指標（1）

通学路交通規制標示板(バリケード)の配布数

子ども安全ボランティア数

5,755

0.47

0.00
0.00

事業費

3,549

3,282

0

2,005

0

常勤職員数

25年度

100.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

1,036

12,322

5,539

102.7

実績

0.00

1,359

4,238

0.00

0.45

4,351

0

10

6,714

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

140

10

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

1622

実績

1,105

登下校時に交通事故に遭った児童数

26年度
計画

81.3

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

通学路標識の取替え組数

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律、同
施行令

根拠
法令
等

交通安全対策基本法第4条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区立小学校児童

0

11,601

20

活動指標（2）

単位
23年度

900

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○児童を交通事故や犯罪から守り、登下校並びに地域の中
での安全を実現する。

成果指標名（1)

11,523 12,000

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

10

実績

10

5,001

0

879

12,000 12,500

010

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

学事係
昨年度

整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学務課担当部課名

通学路の設置管理 474

471

成果指標名（2)

682

○安全性が高いと判断される道路を、登下校に適した通学
路として設定している。
○東京電力の電柱に通学路であることを示す「文」標識を取
付け、安全に通行してもらうよう周知している。
○バリケードを学校へ配付し、スクールゾーンに設置してい
る。
○子ども安全ボランティア活動の支援や学校安全マップの
作成を行っている。

0

0

3,884

7,798

5,394

00

0

5,005

0

0

0

0

9,738

0.62

0

0

0.00

10,760

0.00

3,884

0

10,598

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

7,465

（内）非常勤職員分

4,183

0

0

7,465 10,066

10,946

0

0

9,810

0

10,066

0

0.0

0

10,598

0

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

0

9,423

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

8,829

都からの
補助金等

8,829

11,452

財
源

0

0.0

0

0

0

10,760

0

0

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

組

枚

基

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

通学路の安全確保については、　交通安全対策に加え、防犯対策、災害時の対策にも視点が広がり、多角的なアプローチに
よる対応が求められています。平成24年度に実施した緊急合同点検の結果を踏まえ、交通事故や連れ去り等を防止するた
め、関係各課・機関との調整及び連携強化を図り、安全・安心の通学路実現に取り組んでまいります。平成26年度から、東京
都の補助事業である、通学路防犯カメラ整備事業が開始されます。教育委員会としても、従来のパトロール等の取組を補完
する上でも、積極的に活用してまいりたいと考えています。

474整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

通学路標識の取替（委託等）

学校安全マップの作成

平成24年度に全校で実施した通学路における緊急合同点検を受け、毎年全校で実施している「学校
安全マップ」作成等に活かすことできました。全児童、保護者、地域住民、教育委員会が、危険箇所に
関して共通で認識し、今後もその危険箇所を重点的にパトロールするなど安全確保に向けて取り組ん
でいきたいと考えています。

　通学路の安全確保だけでなく、災害時や防犯に対する要望も増加しています。これまで以上に警察
等はもとより、交通対策課や危機管理対策課等さらに幅広いセクションとの連携による対応が求められ
ています。
　昨年、相次いで発生した登下校中の通学路での交通事故報道を受け、保護者や地域住民から安全
確保に対する取り組みについての要望が増えています。

　近年は悪質な自動車に加えて、児童の脇を疾走する自転車の交通マナーの低下によるトラブルが多
発しています。また、児童・生徒をターゲットとした変質者の出没も後を絶ちません。登下校中もしくは
放課後における、通学路上における様々な安全の確保については、保護者だけでなく、近隣住民から
の関心も高まっており、区の関係各課だけでなく、地域住民や管轄の警察とも、これまで以上に連携し
て、パトロール等の対応を実施していく必要があると考えています。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

1,105

規模

29,207

通学路線図の作成

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

スクールゾーン標示板(バリケード)の作成（委託等） 126

853

児童の登下校中の安全確保は、保護者にとって関心が高い事柄のひとつです。登下校中の児童が犠
牲になる痛ましい交通事故が発生したことを受け、文部科学省、国土交通省、警察庁が連携し、平成
24年度に、全国一斉に、緊急合同点検を実施しました。杉並区においても全小学校を点検し、平成25
年度においても、杉並土木事務所、3警察署（杉並署、荻窪署、高井戸署）、学校と連携し、毎年数校
ずつ計画的に通学路点検を実施しています。

121

304

10

子ども安全ボランティア傷害保険料の支出

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

4,351

　昭和40年代に社会問題化したモータリゼーションによる交通事故の増大により、児童の安全確保の
ため、通学路の設定・整備や交通規制といった対策を講じてきました。しかし最近は、住宅地の抜け道
を走る自動車や、歩道を疾走する自転車の交通マナー低下による危険性も問題化しており、通学路の
安全対策が大きな課題となっています。
　また、ここ数年は、児童連れ去り等防犯上の安全確保へも通学路の安全対策の視点が広がっている
ほか、一昨年の震災以降は、災害時の安全確保についても関心が高まってきています。

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 1 目 3 事業 15

係名

27

21 年度 目標 5 施策 27
計画
事業 3

(1)

(2)

(1)

(2)

1 校

2

3 校

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

148,226

0

0

109,125

受益者負担分

都からの
補助金等

155,893

0

109,125

1,564,303

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0

0

0.0

0

161,576

0

0

0.0

0

0

13,350

155,893

0

0

58,642 103,244

1,332,773

0

103,244

0.00

148,226

0.00

12,945

0

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

58,642

（内）非常勤職員分

0

1,653,409 2,398,354

13,050

0

1.50

12,945

0

0

0

2,280,400

1.50

0

0

12,945

0

成果指標名（2)

44

○学校図書館の運営体制の充実・強化を図り、学校の経営
力・教育力を高めていくため、区立小・中学校に学校司書を
配置する。

0

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育人事係
昨年度

整理番号

事務事業名

教育委員会事務局教育人事企画課担当部課名

学校支援教職員② 487

484

96,075

0

66

65

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

実績 実績

66

杉並区立小・中学校の児童・生
徒

6644

活動指標（2）

単位
23年度

66

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○学校司書を配置し、子どもたちが本と触れ合う機会と仕組
みを整備することにより、子どもたちの活発な読書活動を推
進する。

事業開始

計画
区分

学校司書配置校数

杉並区教育委員会非常勤職員規則

根拠
法令
等

杉並区非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条
例

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1654

実績

65

（代）学校司書配置校数

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

6565

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

0.00

65

0

0.00

1.50

0

0

142,948

1.50

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

65

148,631

1.50

0.00
0.00

事業費

0

45,292

0

0

0

常勤職員数

0 0

施設維持管理

活動指標（1）

135,281

0

0.0

0

00

0.0

161,576

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

0

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.50

0

0.00

90,194

0

0

2,485,785

既定事業

0.00

25年度予算執行率（%）

25年度

0.00

0 0

13,050

特記事項

100.0

94.6

0.00 0.00

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

人

）

事業費（千円）内　　　容

その他（

（1）主な取組

評価と課題

135,281

　学校図書館の充実のため、平成21年度から学校司書の配置を開始しました。平成25年度は、平成
24年度から引き続き小・中学校全校に学校司書を配置しました。

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

　平成24年度は、緊急雇用創出臨時特例交付金の補助を受け学校司書の一部を雇用し、小・中学校
全校に配置しましたが、平成25年度は、全額区の予算により全校配置しました。

　学校図書館の機能充実のため、今後も引き続き学校司書の配置が必要です。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

65

規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

0

　学校司書を区立小・中学校全校に配置したことにより、学校図書館の機能充実が図られました。多く
の学校で学校図書館の開館時間が増え、休業期間中の開館日も増加しました。また、児童・生徒への
年間貸出冊数も配置前と比較し、増えています。今後はより学校司書の配置効果を高めるため、済美
教育センターの学校図書館サポートデスクと連携し、研修体制を充実させることにより、学校司書の資
質向上を図っていきます。

　小・中学校全校への学校司書の配置により、学校図書館の活用・整備が図れています。継続した学
校司書の配置を児童・生徒、保護者及び学校から求められています。

学校司書に対する報酬・旅費

487整理番号

今後の予測

　学校図書館の子どもたちの読書習慣を培う「読書センター」及び学習活動を支える「学習・情報センター」としての機能をより
充実させるため、学校司書と教員、地域ボランティアが機能的に連携できる組織体制や、済美教育センターの学校図書館サ
ポートデスクと連携し、より充実した研修体制づくりを推進していくことが必要です。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 2 目 1 事業 2

係名

27

年度 目標 施策
計画
事業

(1)

1 (2)

(1)

(2)

1 人

2 校

3

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

814,599

0

0

911,111

受益者負担分

都からの
補助金等

827,149

0

911,111

50,351

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0

0

0.0

0

735,573

0

0

0.0

0

0

663,050

827,149

0

81,675

922,417 905,821

50,920

0

905,821

13.40

814,599

22.02

538,081

37,252

77,586

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

922,417

（内）非常勤職員分

0

50,645 45,341

620,919

62,439

67.37

581,403

61,216

0

0

44,653

71.37

0

0

581,231

79,338

成果指標名（2)

18,115

○機械警備や昇降機等が導入されている小学校について、
それらの設備の保守管理を実施する。

0

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設整備
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

小学校の維持管理 493

490

94,013

0

17,990

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

33

実績

32

実績

区立小学校の児童及び施設設
備

活動指標（2）

単位
23年度

17,990

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○機械警備等の保守管理を行い、学校施設の安心安全を
確保する。

事業開始

計画
区分

区立小学校の児童数

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1682

実績

18,243

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

33

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

16.10

18,243

64,677

21.10

67.35

61,148

0

36

102,033

62.35

100.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

18,701

98,094

74.50

56.44
22.46

事業費

60,651

85,532

0

52,344

0

常勤職員数

0

32

0

施設維持管理

34

活動指標（1）

機械警備実施校数

94,394

173,835

0.0

0

62,14681,446

0.0

735,573

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

68,703

（内）再任用職員分

再任用職員数

71.70

0

20.10

88,825

55,591

0

39,333

既定事業

29.70

25年度予算執行率（%）

25年度

28.85

113,970 114,402

623,790

特記事項

92.5

29.00 29.11

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

校

校

校

校

）

事業費（千円）

散水設備保守点検業務委託

内　　　容

その他（

7,085

（1）主な取組

評価と課題

17,901

1

昇降機保守点検業務委託

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

6,991

8,264

引き続き機械警備や機器の保守点検を実施し、学校の安心安全の強化に努めました。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

33

規模

5

設備の保守委託ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

54,153

8

機械設備保守点検業務委託（全館空調校）

学校警備職員の退職による機械警備化が進み、専門業者との協働が推進されています。
引き続き専門事業者による適切な保守管理を実施し、学校施設の安全安心を確保することが重要であ
ると考えます。

機械警備業務委託

493整理番号

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 2 目 4 事業 1

係名

27

年度 目標 5 施策 27
計画
事業 2

(1)

(2)

(1)

(2)

1 件
（校）

2

3 ％

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

715,850

0

0

650,497

都からの
補助金等

672,897

5,838,636

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

22,400

0

17,655

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

22,400

713,009

17,655

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

0

786,628

0

0

0.0

0

655,907

0

1,623

508,947 643,749

5,884,171

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

526,602

（内）非常勤職員分

205,946

9,966,684

21.96

0

0

0.63

715,850

0.63

196,246

1,751

713,009

7,642,080 8,698,158

191,052

1,6400

0

187,616

1,751

0

0

成果指標名（2)

35

○学校における良好な教育環境の維持・向上を図るため、
大規模改修を中心とした施設・設備の整備を行う。

0

0

163,625

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

管理計画係
昨年度

整理番号

事務事業名

政策経営部営繕課担当部課名

小学校の施設整備 500

498

481,845

526,483

33

72

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

実績

区立小学校の児童・生徒、教職
員及び学校施設利用者

7774

活動指標（2）

単位
23年度

25

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○建設時に当該施設・設備が有していた機能水準は、経年
劣化により低下すると共に教育環境の変化により新たに求め
られる水準との乖離も起こります。低下した機能の回復や、
新たに求められる水準まで機能を高めるため改修工事を行
うことを目標とします。

事業開始

計画
区分

改修工事実施校数

地方自治法第１８０条の２

根拠
法令
等

学校教育法第５条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1553

実績

19

施設改修実施サイクル

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

6668

実施校数×15年÷改修までの経過年数の和

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

実績

0.00

19

587,631

0.00

18.96

525,918

588,631

547,744

25年度 計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

15

588,631

23.14

0.00
0.59

事業費

480,745

320,656

463,232

319,738

481,845

常勤職員数

320,656 547,744

施設維持管理

活動指標（1）

526,483

（内）投資的経費等

非常勤職員数

12,158

12,158

546,644

0

0.0

0

0

21.96

0

受益者負担比率
（16÷14）

0

13,199,800

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

66

786,628

0

22.74

0.00

463,232

462,448

21.74

投資事業

特記事項

97.1

96.1

0.0

25年度予算執行率（%）

0.00 0.00

0.590.00

0 0

191,052

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

（1）主な取組

評価と課題

96,857

学校建物の老朽化が進む中、改築を計画的に行う必要がありますが、期間と経費がかかることから、改
築時までの改修工事の重要性は大きくなっています。

内　　　容

その他（

事業費（千円）

259,359

富士見丘小学校校舎外壁補修工事

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

高井戸東小学校校舎外壁補修工事 51,035

67,521

学校における良好な教育環境の維持・向上をはかるため、区の実行計画に基づき、校舎屋上防水工
事、校舎外壁補修工事、、給食室改修工事、照明設備改修工事等、学校諸施設の整備工事を行いま
した。今後も改築時期を見極めながら、効果的な改修を行えるよう調整を図り工事を行います。

51,711

今後、建物の耐用年数（およそ50年）を経過する校舎の増加が見込まれます。施設の機能や教育環境
の維持・向上を図るためには、計画的に改修を行っていき、中長期を見据えた学校教育施設の改修・
改善に取組む必要があります。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

桃井第三小学校雨水流出抑制対策工事　ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

井荻小学校雨水流出抑制対策その他工事

施設機能の維持保全や教育システムの変化等に対応するため、中長期を見据えた学校教育施設の
改修、改善に取り組み、平成25年度においても良好な教育環境の維持に努めました。今後とも、有効
な教育環境を確保するとともに、社会情勢の変化や改修・改築における費用対効果等を見据えて取り
組みます。

学校利用者からは、校舎の傷みが進んでおり、内装の汚れが目立つ等の指摘を受けています。また、
施設面では、便所改修や校庭整地、バリアフリー化等を求められています。近隣住民からは、周囲の
狭あい道路（二項道路）のセットバック、校庭の土埃対策、工事騒音対策等が求められています。

和田小学校給食室改修工事

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

施設・設備は経年劣化していくため、機能や教育環境の維持・向上を図るには、現在のローテーションで改修を行う必要があ
ります。また、建物の耐用年数（およそ50年）を経過する校舎の増加が見込まれており、改築時期を見極めながら効率的な改
修を行う必要があります。多額の費用をかけて改修し、数年後に改築のため取壊す等の無駄を生じさせないよう、新しい学校
づくりの検討状況及び杉並区立小中学校老朽改築計画との調整を図りながら、改修計画を構築する必要があります。

500整理番号

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 2 目 4 事業 5

係名

27

22 年度 目標 5 施策 27
計画
事業 1

(1)

(2)

(1)

(2)

1 ％

2

3 ％

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

8,700

特記事項

100.0

99.7

0.0

25年度予算執行率（%）

改築工事
 平成24年6月28日
　　　　　　～平成26年3月14日
仮設校舎解体
 平成26年4月～平成26年6月
外構整備工事
 平成26年7月～平成26年12月

1.00

0.72

983,402

785,681

1.69

投資事業

（内）再任用職員分

再任用職員数

2,702

225,409

1.00

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

147,343

0

2,173,503

0

0.0

0

0

111,091 2,501,887

施設維持管理

活動指標（1）

環境整備工事進捗率（平成26年度）

2,493,474

1.12

0.00
0.00

事業費

786,119

111,091

983,402

110,452

983,966

常勤職員数

25年度 計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

215,667

実績

0.00

100.0

208,975

0.70

1.50

2,172,879

215,667

100.0

2,501,887

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

100.0100.0

小学校全棟のうち、昭和56年以前の旧耐震基
準建物で耐震性がある棟、耐震補強済の棟、
昭和57年以降建築の棟の割合

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

1684

実績

100.0

区立小学校の耐震化率

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

建設工事進捗率（平成24年度～平成25年度）

地方自治法第180条の2

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

高井戸第二小学校児童、教職
員及び学校利用者

100.0100.0

活動指標（2）

単位
23年度

24.0

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○学校の改築工事を実施することにより、地震に対する安全
性及び教育環境の向上を図ります。

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

実績

983,966

2,493,474

21.8

100.0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設計画
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

高井戸第二小学校の改築 501

499

成果指標名（2)

0.0

○平成22年度　校舎改築検討協議会設置、基本設計作成
○平成23年度　実施設計作成、既存プール解体工事、仮設
校舎建設工事
○平成24年度　既存校舎・体育館解体工事
○平成24～25年度　新校舎建設工事
○平成26年度　仮設校舎解体工事、校庭整備工事、施設
整備点検（安全対策含む）

862,333

0

12,945

156,470

9,918

00

0

14,585

0

69,753

0

2,779

173,640

1.14

0

0

0.40

2,510,838

0.00

8,630

1,112

2,517,534

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

121,059

（内）非常勤職員分

9,968

147,343

0

121,059 845,977

0

0

362,500

0

993,320

862,333

0.0

701,602

1,815,932

0

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

0

225,409

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

922,913

都からの
補助金等

992,666

454,746

財
源

701,602

0.0

0

69,753

0

1,648,505

0

0

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

　高井戸第二小学校の改築事業をもって、耐震改築事業は終了しました。今後は、小中学校の老朽改築にあたって、「杉並
区立小中学校老朽改築計画」に基づき、施設の複合化・多機能化を図るとともに、施設規模の適正化（スリム化）を進めていき
ます。

501整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

工事監理委託

改築工事（建築・電気・機械設備・昇降機設備）

　施設規模は、9,832.52㎡（学童クラブ、外部倉庫等含む）となり、近年の改築校同様に大規模な施設
となり、既存校との乖離が生じています。このため、今後は、建設コストの抑制と良好な学習環境の創
出とを図りながら、改築校の施設規模を適正化していくことが課題となっています。

　解体・建設など一連の工事の実施に伴い、振動・騒音及び工事車両の運行等について、苦情があり
ました。
また、既存樹木の取り扱い、植樹についての要望がありました。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

代替運動場賃借料、備品搬出委託費、廃棄物処理費　外

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

初度調弁（初度消耗品費、初度備品費） 121,636

2,129,156

　近隣住民等を対象に改築計画の説明会を開催するなど、情報提供や意見・要望の聴取を細やかに
行い、平成26年3月に改築校舎の竣工を迎えました。平成26年度は、仮設校舎解体、外構整備工事を
実施します。

188,370

19,897

仮設校舎賃借

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

34,415

　平成26年3月に改築工事が竣工し、平成25年度の卒業式を新しい体育館で行うことが出来ました。

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 2 目 4 事業 6

係名

27

22 年度 目標 5 施策 27
計画
事業 1

(1)

(2)

(1)

(2)

1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

726,550

○永福南小学校と永福小学校
の「統合校の施設整備」事業は
平成25年度で完了。

23,506

0

92,600

780,364

100,050

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

受益者負担分 0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

53,814

105,690

23,506

都からの
補助金等

44,799

0

44,799

325,841 735,934

0.0

0

0.0

0

0

0

0.0

0

0

4,315

87,000

10,005

00

0

4,488

0

53,814

00

0

92,600

0

0

349,347

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設計画
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

統合校の施設整備 502

500
連絡先

電話番号

16.0

活動指標（2）

単位
23年度

100.0

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○永福南小学校と永福小学校の統合を実現するための施
設整備を行います。
○統合される新しい学校で児童の教育環境の向上が図られ
るようにします。

成果指標名（1)

100.0

成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

100.0

実績

100.0

成果指標名（2)

16.0

○平成22年度　統合協議会開催、屋内運動場棟改築基本
設計・実施設計作成
○平成23年度　既存体育館・プール解体工事
○平成23～24年度　屋内運動場棟建設工事
○平成23～25年度　既存校舎改修工事（夏休み期間のみ）

100.0

予算事業区分

1684

実績

（代）建設工事進捗率(プール・屋内運動場棟）

26年度
計画

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

建設工事進捗率(プール・屋内運動場棟）

地方自治法第180条の2

根拠
法令
等

学校教育法第5条

既存校舎の改修工事の進捗状況

投資事業上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

100.0

屋内運動場棟の建設工事の進捗状況

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

事業開始

計画
区分

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

永福南小学校及び永福小学校
の児童、教職員及び学校利用
者

100.0
指
標

活動指標（1）

改修工事進捗状況（既存校舎）

（代）改修工事進捗率（既存校舎）

事業費

731,037

340,447

770,728

340,416

771,664

常勤職員数

（内）投資的経費等

非常勤職員数

770,728

25年度

100.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

100.0

0

100.0

86.987,726

特記事項

0

386

0.00

0.10

731,034

0

25年度予算執行率（%）

0.00

91,508

0

0

0

0.0

0

0386

340,447 100,989

0.00

0

0.10

0.50

78,919

087,726

1.00

0.00

0

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.00

0

受益者負担比率
（16÷14）

0.521.15

0.000.00
（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

（内）非常勤職員分

8,900

施設維持管理

実績

100,989771,664

105,690

0.00 0.00

0.000.00

0 0

8,700

0

556,250

0

0

780,733

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

評価と課題

77,878

　教育委員会ホームページへの掲載や近隣へのニュース紙配付等による統合計画の情報提供によ
り、住民の事業に対する理解が進みました。

内　　　容

その他（

事業費（千円）

1,041

（1）主な取組

既存校舎改修工事

初度調弁（初度消耗品費、初度備品費）

　屋内運動場棟の建設工事及び、既存校舎の改修工事を実施したことにより、統合校としての教育環
境の整備、充実を図ることが出来ました。

　学校敷地にかなり隣接している住宅も多く、そうした住民の一部から、工事に伴う騒音・振動・粉塵等
による生活環境の悪化に対する懸念と対策への強い要望があった経緯がありました。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

　今後の統合校の施設整備につきましたは、平成26年2月に策定しました「杉並区立小中学校新しい
学校づくり推進基本方針」に基づき進めていきます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          502整理番号

規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

0

廃棄物処理委託

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

改築校維持管理 1,478

7,329

　永福南小学校と永福小学校の学校統合のための施設整備事業として、平成23年度から屋内運動場
棟の建設工事を実施し、平成25年4月に開校式を行いました。
　また、平成26年度は、既存校舎の改修工事を実施しました。

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 2 目 4 事業 7

係名

27

22 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 校

2 校

3 ％

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0 0

0

特記事項

100.0

85.7

0.0

25年度予算執行率（%）

0.10

0.00

0.05

新規事業

26,969

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

111,863

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

5,500

0

0

0

1,077,422 5,500

施設維持管理

活動指標（1）

空調設備整備設計校数

4,715

0.20

0.00
0.00

事業費 1,077,422

1,077,422

常勤職員数

25年度

100.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

32

111,000

実績

0.00

0

111,000

0.00

0.00

4,715

111,000

0

5,500

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

1919

32

空調設備設置小学校数/小学校数
平成23年度は普通教室・平成25年度以降は理
科室

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

1682

実績

0

空調設備設置率(%)
平成23年度は普通教室・平成25年度以降は理
科室

26年度
計画

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

空調設備設置工事校数

地方自治法第180条の2

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区立小学校

100

活動指標（2）

単位
23年度

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○教育環境改善のために教室に空調設備を整備します。

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

32

実績

0

4,715

100

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設整備
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会学校整備課担当部課名

小学校空調設備整備 503

成果指標名（2)

29

○区立小学校の教室に空調設備を整備する。

0

0

00

00

0

432

0

0

0

0

0.00

5,147

0.00

863

0

5,500

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

1,079,202

（内）非常勤職員分

1,780

0

1,077,338 0

61,379

1,864

0

0

0

0.0

0

5,500

1,864

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

0

111,863

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0

都からの
補助金等

0

財
源

0

0

0

5,147

0

0

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

空調設備未設置の特別教室について、空調設備整備を検討します。

503整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

小学校理科室空調設備整備設計委託

普通教室と一部の特別教室に空調設備を設置し、学習環境の改善が図られました。
空調設備未設置の特別教室の整備についての対応が求められます。

保護者などからは、学習環境改善のため、早急に空調設備の整備が求められています。

他の特別教室についても、教育環境改善等により、空調設備整備が求められていくと予想されます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

小学校理科室空調設備整備の設計を行いました。

0

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

4,715

教育環境を改善し、児童が学習効果を十分発揮できるように、平成22・23年度に普通教室に空調設備
を設置しました。更に学習環境を改善し理科教育を充実させるため、平成26年度には理科室に空調
設備を設置します。

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 2 目 4 事業 8

係名

27

22 年度 目標 5 施策 27
計画
事業 1

(1)

(2)

(1)

(2)

1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

357,508

159,585

0

52,253

受益者負担分

都からの
補助金等

376,139

0

52,253

58,300

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0

159,585

0.0

0

1,422,314

0

58,279

0.0

0

44,079

7,120

420,218

0

0

42,094 50,548

142,400

0

50,548

0.00

415,787

0.00

12,945

0

425

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

42,094

（内）非常勤職員分

0

52,200

5,829

0

1.08

9,320

0

0

0

0.67

0

0

8,630

0

成果指標名（2)

50.0

○平成22～23年度　小中一貫教育校設置協議会の開催
○平成23年度　基本設計作成
○平成23～24年度　実施設計作成
○平成25～26年度　新校舎建設工事（和泉小）
○平成25年度　既存校舎改修工事（新泉小）
○平成26年度　既存校舎改修工事（和泉中）
　※和泉中改修期間中、同校生徒を新泉小で受入れ
○平成27年度　既存校舎解体工事（和泉小）、校庭整備工
事

58,279

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設計画
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

小中一貫校の施設整備 504

501

47,033

406,042

100.0

100.0

成果指標名（1)

18.5

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

18.5

実績 実績

100.0

新泉小学校、和泉小学校及び
和泉中学校の児童・生徒、教職
員及び学校利用者

100.050.0

活動指標（2）

単位
23年度

100.0

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○新泉小学校、和泉小学校及び和泉中学校の３校を統合
し、現和泉小学校・和泉中学校の校地を活用した施設一体
型の小中一貫教育校を設置します。
○小中一貫での連続性のある教育活動により、児童・生徒
に対する教育効果の向上が図られるようにします。

事業開始

計画
区分

設計進捗率

地方自治法第180条の2

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1684

実績

（代）設計進捗率

26年度
計画

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

16.5

小中一貫教育校施設整備（改築及び改修）の
設計進捗状況

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

0.30

1,396,986

0.10

1.00

402,482

1,567,796

100.0

411,202

1.50

89.2

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

16.5

1,567,796

89.2

0.80

0.00
0.00

事業費

43,039

34,974

44,718

34,974

47,033

常勤職員数

34,974 411,202

施設維持管理

活動指標（1）

建設工事進捗率

（代）小学校棟の建設工事進捗率

建設工事の進捗率

406,042

0

0.0

0

1,158386

0.0

1,581,899

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

404,735

（内）再任用職員分

再任用職員数

0.60

0

0.11

44,719

41,603

44,079

投資事業

0.00

25年度予算執行率（%）

25年度

0.00

0 0

5,220

特記事項

98.7

0.00 0.00

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

事業費（千円）

備品搬出委託

内　　　容

その他（

1,383

（1）主な取組

評価と課題

387,214

　学校適正配置検討対象校である新泉小と近接する和泉小・中の3校は、数年前から独自に将来の小
中一貫教育を目指した取り組みを進めてきました。その後、学校関係者に3校の統合及び小中一貫教
育を行うことの意義や内容等についての理解が進んだ結果、平成22年度に設置計画を策定し、設置
協議会による具体的な計画検討を進め、区内初の施設一体型の小中一貫校建設工事に着手しまし
た。

廃棄物処理委託

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

3,504

11,246

　区内で初めての施設一体型の小中一貫教育校の改築工事に着手しました。平成25年度は、和泉中
学校の校庭を活用して小学校棟の建設工事に着手するとともに、和泉小学校のプールの解体、平成
26年度、和泉中学校が仮移転するための新泉小学校の改修工事を行いました。

　平成26年2月に策定しました「杉並区立小中学校新しい学校づくり推進基本方針」に基づき進めてい
きます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

初度調弁、改築校維持管理

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2,695

工事監理委託

　暫定的に一年間、和泉中学校の生徒を新泉小学校の既存校舎で受け入れるため、新泉小学校の環
境整備工事を実施しました。これにより、和泉中学校の仮設校舎建設が不要となるとともに、同一施設
で小学校の児童と中学校の生徒が、安全に学校生活を送ることが出来るようになりました。また、小中
一貫校建築工事期間中(平成25・26年度)の代替運動場として、日本大学鶴ヶ丘高等学校のグランドや
和田堀公園陸上競技場を賃借するとともに、旧永福南小学校を活用してクラブ活動等に支障が生じな
いよう活用していきます。

　一体型施設を活用して小中一貫教育を実施するメリットをより明確にしながら計画を具体化すること、
小学校部門と中学校部門との連携強化はもとより、学校関係者と地域住民との連帯意識の更なる向上
を図ること、小中一貫教育の理念をよりよい形で具現化できるような施設の整備を行うことへの要望など
が出されました。
また、工事にあたっては、一部近隣住民から騒音、振動等についての苦情等がありました。

改築改修工事（建築・電気・機械設備・昇降機設備・解体工事等）

504整理番号

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 3 目 1 事業 2

係名

27

年度 目標 施策
計画
事業

(1)

1 (2)

(1)

(2)

1 人

2 校

3

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

266,522

0

0

313,226

受益者負担分

都からの
補助金等

266,973

0

313,226

49,561

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0

0

0.0

0

252,071

0

0

0.0

0

0

226,950

266,973

0

32,230

334,318 308,663

53,809

0

308,663

3.72

266,522

12.34

141,101

10,342

27,406

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

334,318

（内）非常勤職員分

0

50,293 41,585

194,619

34,305

19.37

167,163

34,305

0

0

41,514

22.37

0

0

166,991

32,285

成果指標名（2)

6,213

○機械警備や昇降機等が導入されている中学校について、
それらの設備の保守管理を実施する。

0

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設整備
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

中学校の維持管理 507

504

36,291

0

6,228

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

21

実績

19

実績

区立中学校の生徒及び施設設
備

活動指標（2）

単位
23年度

6,228

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○機械警備等の保守管理を行い、学校施設の安心安全を
確保する。

事業開始

計画
区分

区立中学校の生徒数

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1682

実績

6,420

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

21

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

16.10

6,420

38,456

6.10

19.35

37,626

0

20

42,131

16.35

100.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

6,465

38,482

25.50

24.92
12.34

事業費

36,265

30,614

0

30,591

0

常勤職員数

0

20

0

施設維持管理

20

活動指標（1）

機械警備実施校数

37,648

76,754

0.0

0

62,14623,546

0.0

252,071

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

42,105

（内）再任用職員分

再任用職員数

22.70

0

7.10

34,222

34,199

0

38,990

既定事業

11.72

25年度予算執行率（%）

25年度

11.74

47,160 47,592

197,490

特記事項

89.4

12.00 12.11

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

校

校

校

）

事業費（千円）

昇降機保守点検業務委託

内　　　容

その他（

（1）主な取組

評価と課題

13,474

9
2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

7,809

5,964

引き続き機械警備や機器の保守点検を実施し、学校の安全安心の強化に努めました。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

21

規模

3

設備の保守委託ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

10,401

機械設備保守点検業務委託（全館空調校）

学校警備職員の退職による機械警備化が進み、専門業者との協働が推進されています。
引き続き専門事業者による適切な保守管理を実施し、学校施設の安全安心を確保することが重要であ
ると考えます。

機械警備業務委託

507整理番号

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 3 目 3 事業 1

係名

27

年度 目標 5 施策 27
計画
事業 2

(1)

(2)

(1)

(2)

1 件（校）

2

3 ％

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

475,833

0

0

468,890

都からの
補助金等

468,890

10,704,167

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

0

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

475,082

0

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

0

500,080

0

0

0.0

0

467,236

0

1,623

399,163 467,236

14,710,429

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

399,163

（内）非常勤職員分

205,946

14,566,692

21.96

0

0

0.63

475,833

0.63

196,246

1,751

475,082

14,696,308 11,804,643

191,052

1,6400

0

187,616

1,751

0

0

成果指標名（2)

14

○学校における良好な教育環境の維持・向上を図るため、
大規模改修を中心とした施設・設備の整備を行う。

0

0

163,625

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

管理計画係
昨年度

整理番号

事務事業名

政策経営部営繕課担当部課名

中学校の施設整備② 513

510

277,838

286,466

18

64.0

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

実績

区立中学校の生徒、教職員及
び学校施設利用者

77.071.4

活動指標（2）

単位
23年度

13

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

建設時に当該施設・設備が有していた機能水準は、経年劣
化により低下すると共に教育環境の変化により新たに求めら
れる水準との乖離も起こります。低下した機能の回復や、新
たに求められる水準まで機能を高めるため改修工事を行うこ
とを目標とします。

事業開始

計画
区分

改修工事実施校数

地方自治法第１８０条の２

根拠
法令
等

学校教育法第５条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1553

実績

13

施設改修実施サイクル

26年度
計画

92.9

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

71.071.0

実施校数×１５年÷改修までの経過年数の和

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

実績

0.00

14

302,083

0.00

18.96

286,466

302,083

309,817

25年度 計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

9

302,083

23.14

0.00
0.59

事業費

277,838

193,217

274,561

193,217

277,838

常勤職員数

193,217 309,817

施設維持管理

活動指標（1）

286,466

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

309,817

0

0.0

0

0

21.96

0

受益者負担比率
（16÷14）

0

21,999,667

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

70.0

500,080

0

22.74

0.00

274,561

274,561

21.74

投資事業

特記事項

100.0

92.5

0.0

25年度予算執行率（%）

0.00 0.00

0.590.00

0 0

191,052

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

（1）主な取組

評価と課題

65,566

　学校建物の老朽化が進む中、改築を計画的に行う必要がありますが、期間と経費がかかることから、
改築時までの改修工事の重要性は大きくなっています。

内　　　容

その他（

事業費（千円）

127,765

荻窪中学校校舎屋上防水改修工事

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

杉森中学校受変電設備取替工事 31,500

35,805

　学校における良好な教育環境の維持・向上をはかるため、区の実行計画に基づき、校舎屋上防水工
事、校舎外壁補修工事、受変電設備取替工事、照明設備改修工事等、学校諸施設の整備工事を行
いました。今後も改築時期を見極めながら、効果的な改修を行えるよう調整を図り工事を行います。

25,830

　今後、建物の耐用年数（およそ50年）を経過する校舎の増加が見込まれます。施設の機能や教育環
境の維持・向上を図るためには、計画的に改修を行っていき、中長期を見据えた学校教育施設の改
修・改善に取組む必要があります。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

東原中学校照明設備改修工事　ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

向陽中学校便所・排水管改修工事

　施設機能の維持保全や教育システムの変化等に対応するため、中長期を見据えた学校教育施設の
改修、改善に取り組み、平成25年度においても良好な教育環境の維持に努めました。今後とも、有効
な教育環境を確保するとともに、社会情勢の変化や改修・改築における費用対効果等を見据えて取り
組みます。

　学校利用者からは、校舎の傷みが進んでおり、内装の汚れが目立つ等の指摘を受けています。ま
た、施設面では、便所改修や校庭整地、バリアフリー化等を求められています。近隣住民からは、周囲
の狭あい道路（二項道路）のセットバック、校庭の土埃対策、工事騒音対策等が求められています。

宮前中学校校舎外壁補修工事

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

　施設・設備は経年劣化していくため、機能や教育環境の維持・向上を図るには、現在のローテーションで改修を行う必要が
あります。また、建物の耐用年数（およそ50年）を経過する校舎の増加が見込まれており、改築時期を見極めながら効率的な
改修を行う必要があります。多額の費用をかけて改修し、数年後に改築のため取壊す等の無駄を生じさせないよう、新しい学
校づくりの検討状況及び杉並区立小中学校老朽改築計画との調整を図りながら、改修計画を構築する必要があります。

513整理番号

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 7 項 3 目 3 事業 6

係名

27

22 年度 目標 5 施策 27
計画
事業 1

(1)

(2)

(1)

(2)

1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

0

358,026

159,585

0

52,253

受益者負担分

都からの
補助金等

378,308

0

52,253

58,300

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0

159,585

0.0

0

1,305,771

0

58,278

0.0

0

44,078

7,120

422,386

0

0

42,100 50,548

142,400

0

50,548

0.30

416,304

0.00

12,945

834

425

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

42,100

（内）非常勤職員分

0

52,200

5,829

0

1.08

9,320

0

0

0

0.67

0

0

8,630

0

成果指標名（2)

50.0

○平成22～23年度　小中一貫教育校設置協議会の開催
○平成23年度　基本設計作成
○平成23～24年度　実施設計作成
○平成25～26年度　新校舎建設工事（和泉小）
○平成25年度　既存校舎改修工事（新泉小）
○平成26年度　既存校舎改修工事（和泉中）
　※和泉中改修期間中、同校生徒を新泉小で受入れ
○平成27年度　既存校舎解体工事（和泉小）、校庭整備工
事

58,278

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

教育施設計画
係

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校整備課担当部課名

小中一貫校の施設整備 514

512

47,033

406,559

100.0

100.0

成果指標名（1)

18.5

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

18.5

実績 実績

100.0

新泉小学校、和泉小学校及び
和泉中学校の児童・生徒、教職
員及び学校利用者

100.050.0

活動指標（2）

単位
23年度

100.0

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○新泉小学校、和泉小学校及び和泉中学校の3校を統合
し、現和泉小学校・和泉中学校の校地を活用した施設一体
型の小中一貫教育校を設置します。
○小中一貫での連続性のある教育活動により、児童・生徒
に対する教育効果の向上が図られるようにします。

事業開始

計画
区分

設計進捗率

地方自治法第180条の2

根拠
法令
等

学校教育法第5条

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

1684

実績

（代）設計進捗率

26年度
計画

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 学校教育環境の整備・充実

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

16.5

小中一貫教育校施設整備（改築及び改修）の
設計進捗状況

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

0.00

1,396,986

0.10

1.00

402,853

1,451,577

100.0

413,370

1.50

89.2

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

16.5

1,451,577

89.2

0.80

0.00
0.00

事業費

43,039

34,980

44,718

34,974

47,033

常勤職員数

34,980 413,370

施設維持管理

活動指標（1）

小学校棟の建設工事進捗率

（代）小学校棟の建設工事進捗率

小学校棟（改築棟）の建設工事の進捗率

406,559

0

0.0

0

0386

0.0

1,465,356

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

406,948

（内）再任用職員分

再任用職員数

0.60

0

0.11

44,719

41,603

44,078

投資事業

0.00

25年度予算執行率（%）

25年度

0.00

0 0

5,220

特記事項

98.4

0.00 0.00

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

事業費（千円）

備品搬出委託

内　　　容

その他（

1,643

（1）主な取組

評価と課題

387,214

　学校適正配置検討対象校である新泉小と近接する和泉小・中の3校は、数年前から独自に将来の小
中一貫教育を目指した取り組みを進めてきました。その後、学校関係者に3校の統合及び小中一貫教
育を行うことの意義や内容等についての理解が進んだ結果、平成22年度に設置計画を策定し、設置
協議会による具体的な計画検討を進め、区内初の施設一体型の小中一貫校建設工事に着手しまし
た。

廃棄物処理委託

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

3,561

11,246

　区内で初めての施設一体型の小中一貫教育校の改築工事に着手しました。平成25年度は、和泉中
学校の校庭を活用して小学校棟の建設工事に着手するとともに、和泉小学校のプールの解体、平成
26年度、和泉中学校が仮移転するための新泉小学校の改修工事を行いました。

　平成26年2月に策定しました「杉並区立小中学校新しい学校づくり推進基本方針」に基づき進めてい
きます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

初度調弁、改築校維持管理

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2,895

工事監理委託

　暫定的に一年間、和泉中学校の生徒を新泉小学校の既存校舎で受け入れるため、新泉小学校の環
境整備工事を実施しました。これにより、和泉中学校の仮設校舎建設が不要となるとともに、同一施設
で小学校の児童と中学校の生徒が、安全に学校生活を送ることが出来るようになりました。また、小中
一貫校建築工事期間中(平成25・26年度)の代替運動場として、日本大学鶴ヶ丘高等学校のグランドや
和田堀公園陸上競技場を賃借するとともに、旧永福南小学校を活用してクラブ活動等に支障が生じな
いよう活用していきます。

　一体型施設を活用して小中一貫教育を実施するメリットをより明確にしながら計画を具体化すること、
小学校部門と中学校部門との連携強化はもとより、学校関係者と地域住民との連帯意識の更なる向上
を図ること、小中一貫教育の理念をよりよい形で具現化できるような施設の整備を行うことへの要望など
が出されました。
また、工事にあたっては、一部近隣住民から騒音、振動等についての苦情等がありました。

改築改修工事（建築・電気・機械設備・昇降機設備・解体工事等）

514整理番号

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し
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